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イタリア共和国における柔道クリニック活動報告

窪田友樹＊1

Ⅰ．はじめに

　この事業は「精力善用」「自他共栄」を基本理念とし、競技における単なる勝利至上主義ではなく、身体・
精神の鍛錬と教育を目的として、イタリア共和国における柔道クリニックを実施した。柔道指導を行うとと
もに著者がこれまで蓄積してきた柔道指導法研究の成果を日本国外の柔道指導者および競技者に伝達するも
のである。
　本稿では令和 2 年 1 月 30 日から 11 日間にわたって実施された活動の報告を行う。

Ⅱ．実施期間

　令和 2年1月30日（木）〜 令和 2年2月9日（日）

Ⅲ．実施場所

　ACCADEMIA PRATO（イタリア共和国トスカーナ州プラート）

Ⅳ．講師

　窪田　友樹（朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科助教）
　粟野　靖浩（筑波大学柔道部コーチ）

Ⅴ．参加者

　本事業への参加者は�11 日間を通して総勢 124 名であった。�参加者は ACCADEMIA PRATO に所属してい
る選手や指導者のみならず、道場があるトスカーナ州プラート以外にもイタリア国内ではフィレンツェ、ミ
ラノ、トリノ、パルマ、ボローニャなどから参加しており、イタリア国外ではスイス、スロベニアの指導者
や選手もみられた。指
導にあたったクラスは、
国際大会等に出場して
いるトップチーム 35 名

（図１）、6 歳から 12 歳
までの子どもクラス 40
名（図 2）、一般クラス
49 名であった。

受付日 2020.2.10
*1��朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科
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図 1　トップチームにおける指導風景 図 2　子どもクラス
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Ⅵ．実施内容

１月３０日（木）

　10：30 〜 12：30　投技の講習
� 本事業の趣旨について説明を行ったあと、トップチームに対し「背負投」の講習を行った。
　19：00 〜 21：00　投技の講習および自由稽古
� �一般クラスに対し「小内刈」から「背負投」への連絡技の講習を行い、自由稽古では 5 分間の立技

乱取りを 6 本実施した。
１月３１日（金）

　10：30 〜 12：30　投技の講習
� トップチームに対し「内股」の講習を行い、基本動作から前後の動きの中で技に入る技術を指導した。
　18：00 〜 19：00　基本講習
� �子どもクラスに対し「アニマルトレーニング」を取り入れた基本指導を行い、ゲームを交えた「体捌」

の講習を行った。
　19：00 〜 21：00　投技の講習および自由稽古
� �一般クラスに対し「大外刈」の講習を行い、自由稽古では 30 分間の寝技乱取りに一本獲りを用いて

実施した。
２月１日（土）

　09：30 〜 12：30　投技および固技の講習
　� トップチームに対し「背負投」、「内股」の復習および固技「腹包み」の講習を行った。
２月２日（日）

　10：30 〜 12：30　投技および固技の講習
� トップチームに対し左右の動きの中で行う「背負投」および固技「窪田ロック」の講習を行った。
　16：30 〜 19：00　投技の講習および自由稽古
� �一般クラスに対し「袖釣込腰」、「横巴投」の講習を行い、自由稽古では５分間の寝技乱取りを６本

実施した。
２月３日（月）

　10：30 〜 12：30　崩しの基本動作および投技の講習
� �トップチームに対し基本動作における「八方の崩し」を指導し、その崩しを用いた「小内刈」から「背

負投」への連絡技、移動打込における後ろ回り捌きを用いた「背負投」の講習を行った。
　18：00 〜 19：00　投技の講習および自由稽古
� 子どもクラスに対し「膝車」の講習を行い、自由稽古では 3 分間の立技乱取りを 5 本実施した。
　19：00 〜 21：00　固技の講習
� �一般クラスに対し「小内刈」から「背負投」への連絡技の講習を行い、自由稽古では５分間の立技

乱取りを６本実施した。
２月４日（火）

　10：30 〜 12：30　投技の講習
� トップチームに対し「八方の崩し」を用いた「小内刈」から「背負投」への連絡技の復習を行った。
　19：00 〜 21：00　投技および組方の講習
� �一般クラスに対し柔道衣の「組方」および「大内刈」の講習を行い、自由稽古では 5 分間の立技乱

取りを 6 本実施した。
２月５日（水）

　10：30 〜 12：30　投技の講習
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� �トップチームに対し奥襟を取られた状態の組方において「小内刈」から「背負投」および「内股」
への連絡技の指導を行った。また、引手を絞られた組方において「小外刈」から「背負投」への連
絡技の指導を行った。

　18：00 〜 19：00　固技の講習および自由稽古
� �子どもクラスに対し投技から固技へ移行する手段を指導し、自由稽古では 2 分間の立技乱取りを 5

本実施した。
　19：00 〜 21：00　組方の講習
� �一般クラスに対し「相四つ」および「ケンカ四つ」への対処法を指導し、自由稽古では 5 分間の立

ち技乱取りを 5 本実施した。
２月６日（木）

　10：30 〜 12：30　組方の講習
� �トップチームに対し、試合における選手の体験談を交えて実際のシチュエーションを想定した指導

を行った。
　19：00 〜 21：00　投技の講習および自由稽古
　� 一般クラスに対し「体落」、「背負落」の講習を行い、自由稽古では 4 分間の立技乱取りを 5 本実施した。
２月７日（金）

　10：30 〜 12：30　組方の講習
� �トップチームに対し、試合における選手の体験談を交えて実際のシチュエーションを想定した指導

を行った。
　18：00 〜 19：00　固技の講習
� 子どもクラスに対し固技の講習を行い、自由稽古では 2 分間の寝技技乱取りを 4 本実施した。
　19：00 〜 21：00
� 一般クラスに対し「足車」の講習を行った。
２月８日（土）

　09：30 〜 12：30　技の受け方の講習
� トップチームに対しそれぞれの技に応じた受け方の講習を行った。
２月９日（日）

　10：30 〜 12：30　まとめ
� �トップチームに対しこれまで行ってきた指導内容の復習とまとめを行った後、自由稽古では 4 分間

の立技乱取りを 7 本実施した。
　16：30 〜 19：00　まとめ
� �一般クラスに対しこれまで行ってきた指導内容の復習とまとめを行った後、自由稽古では 4 分間の

立技乱取りを 5 本実施した。

Ⅶ．総括

　指導にあたったすべての日程において、著者がこれまでに蓄積してきた技術、ならびに指導方法研究の成
果を伝達することができた。特に今回の主な参加者は将来を期待されている若手競技者であったため、より
発展的かつ実践的な技術の指導となった。指導者においては我々の指導の様子をタブレット端末などで撮影
し、一連の指導について記録を行なってもらったことも新しい取り組みであるある。�
　活動期間中、4 回という少ない機会ではあったが、子どもの基本指導にも携わらせていただき、子ども達
の熱心に学ぶ姿、真撃に柔道に取り組む姿に感動をさせられた。また指導者においても、私たちが子ども達
に行った指導方法、あるいは指導をする際のポイントについて熱心に学んでいただいている様子があり、著
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者としては微力ながらもイタリア共和国における柔道環境の発展の一助になっている実感を得ることができ
た。�
　報告を終えるにあたり先述したように、本事業は著者にとって大変収穫の多い活動内容であった。今後の
研究活動にしっかりと生かしていきたいと考えている。
　最後に、本事業の実施にご尽力をいただいた関係各位に御礼を申し上げて報告とさせていただく。（図 3）

図 3　イタリアの風景


